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目的目的

次亜塩素系洗浄剤は次亜塩素系洗浄剤は、、長期使用することで部材に長期使用することで部材に次亜塩素系洗浄剤は次亜塩素系洗浄剤は、、長期使用することで部材に長期使用することで部材に
錆を発生させ、細菌の温床になるとされている。錆を発生させ、細菌の温床になるとされている。

しかし 錆に生息する金属付着細菌の培養は非常しかし 錆に生息する金属付着細菌の培養は非常しかし、錆に生息する金属付着細菌の培養は非常しかし、錆に生息する金属付着細菌の培養は非常

に困難であり、検査値に反映されない場合がある。に困難であり、検査値に反映されない場合がある。
そこで 錆を有する部材表面に対して除錆前後でそこで 錆を有する部材表面に対して除錆前後でそこで、錆を有する部材表面に対して除錆前後でそこで、錆を有する部材表面に対して除錆前後で
ATPATPふき取り検査を行い錆の有無でふき取り検査を行い錆の有無でATP ATP 測定値の測定値の
変化を検証し 除錆後の透析液清浄化の変化を変化を検証し 除錆後の透析液清浄化の変化を変化を検証し、除錆後の透析液清浄化の変化を変化を検証し、除錆後の透析液清浄化の変化を

観察したので報告する。観察したので報告する。



対象対象

東レ社製コンソール東レ社製コンソール

TRTR--2000MV2000MV TRTR--2001M2001M １０台に使用する１０台に使用する

脱気ポンプおよび移送ポンプ脱気ポンプおよび移送ポンプ ギアケース２０個ギアケース２０個



方法
①①ギアパーツ２０個に除錆前後でギアパーツ２０個に除錆前後でATPATPふき取り検査を行うふき取り検査を行う

使用機器使用機器 ルミテスタールミテスターPD20PD20（キッコーマン食品株式会社）（キッコーマン食品株式会社）使用機器使用機器 ルミテスタルミテスタ PD20PD20（キッコ マン食品株式会社）（キッコ マン食品株式会社）

試薬試薬 ルシパックルシパックPenPen
中性除錆剤中性除錆剤 FENON 7QFENON 7Q--BB（アムテック株式会社）（アムテック株式会社）中性除錆剤中性除錆剤 QQ （ア テック株式会社）（ア テック株式会社）

原液１～原液１～22時間浸漬時間浸漬

測定方法測定方法 拭き取り部分を拭き取り部分をRORO水で洗浄水で洗浄拭拭

表面を表面を33往復拭き取り、測定往復拭き取り、測定

除錆後、除錆後、RORO水で十分な水洗水で十分な水洗

再度、表面を再度、表面を33往復拭き取り、往復拭き取り、

測定測定



錆の定量化のスコアリングの定量化のスコアリング錆の定量化のスコアリングの定量化のスコアリング

面積面積 7575％以上％以上 1010点点 色色 1010点点面積面積 7575％以上％以上 1010点点 色色 1010点点
5050％以上％以上7575％未満％未満 77点点 77点点
2525％以上％以上5050％未満％未満 33点点 33点点
2525％未満％未満 11点点 11点点未満未満 点点 点点

00％％ 00点点 00点点

※※面積と色との合計をスコアとする面積と色との合計をスコアとする



②②除錆後３カ月使用した移送および脱気ポンプを再度分解し除錆後３カ月使用した移送および脱気ポンプを再度分解し
ギアケ スの錆の有無を確認するギアケ スの錆の有無を確認するギアケースの錆の有無を確認する。ギアケースの錆の有無を確認する。
薬液洗浄方法薬液洗浄方法
ⅰⅰ）薬洗～次亜塩素酸ナトリウム＋）薬洗～次亜塩素酸ナトリウム＋EVER CLEANEVER CLEAN添加添加末端濃度末端濃度700700ｐｐｍシングルパスｐｐｍシングルパスⅰⅰ）薬洗 次亜塩素酸ナトリウム＋）薬洗 次亜塩素酸ナトリウム＋EVER CLEANEVER CLEAN添加添加末端濃度末端濃度700700ｐｐｍシングルパスｐｐｍシングルパス

ⅱⅱ）酸洗～サンフリー）酸洗～サンフリーSNSN 210210倍希釈倍希釈

除錆前後 透析液清浄化 変化 観察除錆前後 透析液清浄化 変化 観察除錆前後の透析液清浄化の変化の観察除錆前後の透析液清浄化の変化の観察
ETET活性値測定活性値測定
生菌数測定生菌数測定 サンプリング数サンプリング数 50mℓ 2050mℓ 20℃℃ ７日間培養７日間培養生菌数測定生菌数測定 サンプリング数サンプリング数 50mℓ 2050mℓ 20℃℃ ７日間培養７日間培養

37mm37mmクオリティーモニタークオリティーモニター MM--TEG BROTHTEG BROTH
③除錆前後の部材表面観察を実体顕微鏡で行う③除錆前後の部材表面観察を実体顕微鏡で行う③除錆前後の部材表面観察を実体顕微鏡で行う。③除錆前後の部材表面観察を実体顕微鏡で行う。



結果①



錆とATPATP値の相関

ｒ2＝0.174

RLU



①検定結果①検定結果

ｐ＝0.000686



②②結果結果
３カ月後の部材表面観察３カ月後の部材表面観察３カ月後の部材表面観察３カ月後の部材表面観察



②②結果結果 ET活性値結果 （EU/ｍｌ）

EU/ｍｌ



②②結果結果 生菌数測定結果 （CFU/50ｍｌ）

CFU/50ml



③結果③結果
実体顕微鏡による部材表面観察実体顕微鏡による部材表面観察

除錆前除錆前

除錆後



考察考察

錆の量と錆の量とATPATP測定値の間に相関は見られなかったが測定値の間に相関は見られなかったが

除錆後に除錆後にATPATP測定値が有意に低下したことから、錆表面測定値が有意に低下したことから、錆表面

または深部には細菌が存在しており、これが剥離し、または深部には細菌が存在しており、これが剥離し、ETET
活性値および生菌数の一時的上昇がみられたと示唆する。活性値および生菌数の一時的上昇がみられたと示唆する。

３カ月使用後の部材では、大部分で防錆が達成できた。３カ月使用後の部材では、大部分で防錆が達成できた。

これは、サンフリーこれは、サンフリーSNSNの除錆効果によるものと推察するがの除錆効果によるものと推察するが
錆の発生を完全に防止することはできなかった。錆の発生を完全に防止することはできなかった。

今後は 酸洗の洗浄回数や洗浄方法 薬液濃度変更など今後は 酸洗の洗浄回数や洗浄方法 薬液濃度変更など今後は、酸洗の洗浄回数や洗浄方法、薬液濃度変更など今後は、酸洗の洗浄回数や洗浄方法、薬液濃度変更など
の再検討が必要である。の再検討が必要である。



結語

１．１．錆表面の清浄化の判定には錆表面の清浄化の判定にはATPATPふき取り検査が有用ふき取り検査が有用

結語

表表

であったが、深部の状態は反映しないであったが、深部の状態は反映しない

２２.  .  錆の量と錆の量とATPATP測定値との間に相関性はない測定値との間に相関性はない

３３ 超純粋透析液供給には定期的な除錆が必要不可欠超純粋透析液供給には定期的な除錆が必要不可欠３３．超純粋透析液供給には定期的な除錆が必要不可欠．超純粋透析液供給には定期的な除錆が必要不可欠

４ 除錆後に４ 除錆後にETET 生菌数に 時的上昇があるので使用生菌数に 時的上昇があるので使用４．除錆後に４．除錆後にETET、、生菌数に一時的上昇があるので使用生菌数に一時的上昇があるので使用

には注意が必要には注意が必要
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